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1. 研究概要
「英語教育」 を専門 と し て い るので， 研究もそれ

に 関連して(1)語学ラボラトリーに よる 英語教育の研

究 と (2 )日本人学生のた めの新しい 「学校文法」の構
築 と いう二つの課題 を追っ て い る 。

語学 ラ ボ ラトリーに よ る 教育法の研究に つい て は，
現在 その設備が本学 に 無いので， 富 山大学に新設 さ
れ た60ブー ス ( T V付 き ) の 装置 を週一 回使用して，
主 と してテ ステイングに焦点 を絞って実地研究 をし
て い る 。

今一つの課題であ る ， 新しい「学校文法」の構築
に つい て は， 同じ 構想、 を 抱い て い る 福井大学教育学

部茨山良 夫助 教授 と 共同で， 大 学生の示す英文の誤

答の分析 を 通して， 外国語 と しての英語 を 理解し，
また 使用す る 際の問題点 を把握し， 最終的 に はどの
ような「学校文法」が最も効率的 であ る か を考えよ
う と し て い る 。

2. 学会発表

大学生に おける 冠詞使用上の特徴:常木 清， 茨

保 健 体 =* 同

教 授 金 子 基 之

1. 研究概要
体 力の重要な要素 であ る 全身持久性 に 関す るトレ

ー ニ ン グで， まず問題に な る こ と は， トレ ー ニ ング

負荷の決定であ る 。 負荷の決定に は最大O2摂取量の

割合 を もって規定す る こ と が最も適切であ る と さ れ

て い る 。 しかし， 最大O2摂取量 を 直接測定で求め る

こ と は， 被験者 を疲労困懲まで追い込む危険性と，
いつでも，どこでも，容易 に 測定で き ない難点があ る 。

そ こ で最大作業下 での心拍数 と O2摂取量 と の関係
を 求め る 間接測定法で最大O2摂取量 を 求め る 。 その
結 果から心拍数を基準にしたトレーニン グ負荷を決
定し， トレーニン グ効果を検討する。
2. 学会発表

1 ) 小中学生の体育時の運動処方( 心寸白数を 中心に )
(富山県体 力増 強委員会)

2 )  親子 スポ ーツ実態調査について( 富 山県)
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